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ま
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
車
の
両
輪
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

近
年
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
更
生
保

護
の
取
組
が
ま
す
ま
す
困
難
化
、
複
雑
化

し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
更
生
保
護
に
取
り
組
ま

れ
る
皆
さ
ま
と
、
そ
れ
を
支
え
る
貴
協
会

の
日
頃
の
ご
尽
力
に
こ
こ
で
改
め
て
深
甚

な
る
敬
意
と
謝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、「
片
輪
」
と
し
て
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

二
つ
の
も
の
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
欠
い

て
も
役
に
立
た
な
い
ほ
ど
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
を
た
と
え
て
「
車
の
両
輪
」
と

い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
が
そ
の
ま
ま
見
過
ご
す

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
重
大
な
ル
ー
ル

違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
違
反
事
実
の

証
拠
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
認
定
で
き
る
事

実
に
法
律
を
適
用
し
て
、
違
反
の
重
大
さ

に
見
合
っ
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
量
定
し
、
執

行
す
る
、
と
い
う
一
連
の
刑
事
司
法
手
続

が
と
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に

し
て
科
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
う
ち
の
大

半
は
、
実
は
、
期
間
や
額
が
限
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
違
反
の
行
為
者
は
償
い
を

終
え
た
後
に
ま
た
社
会
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
行
為
者
の

社
会
へ
の
再
統
合
ま
で
が
無
事
に
果
た
さ

れ
て
は
じ
め
て
、
一
連
の
手
続
が
意
味
を

持
ち
、
法
秩
序
が
回
復
さ
れ
る
、
と
も
い

え
ま
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
一

連
の
手
続
の
中
で
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
量
定

ま
で
を
主
導
す
る
検
察
と
、
行
為
者
を
再

び
社
会
に
迎
え
入
れ
る
た
め
の
助
力
を
す

る
更
生
保
護
と
は
、警
察
、裁
判
所
、弁
護
、

矯
正
そ
の
他
の
関
係
諸
機
関
の
尽
力
と
相

「
片
輪
」
か
ら
の
エ
ー
ル

秋
田
地
方
検
察
庁
検
事
正（
執
筆
時
）
藤

本

治

彦
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篤
志
者
寄
付
金
の
御
芳
名

★
理
事
の
異
動

辞
任  

細
谷

重
直（
令
和
６
年
３
月
22
日
）

　
　

  

新
谷

明
弘（
令
和
６
年
７
月
31
日
）

新
任  

芦
田

晃
輔（
令
和
６
年
７
月
31
日
）

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

★
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
３
月
14
日
及
び
４
月
23
日
に
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
14
日
で
は
令
和

６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
・
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
、
４
月
23
日
で
は
令

和
５
年
度
事
業
成
績
・
収
支
決
算
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
11
日
及
び
４
月
26
日
に
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
23
日
理
事
会
終
了
後
の
研
修
会
に
、

小
野
花
子
様
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
民

謡
日
本
一
へ
の
道
の
り
等
苦
労
話
を
ご
講

収入の部
科　　　　　　目 予算額 決算額

補 助 金 等 収 入 265,000 570,800

寄 附 金 収 入 4,801,000 4,280,000

財 産 収 入 550,000 1,105,734

会 費 収 入 2,600,000 2,545,000

雑 収 入 44,000 20,000

合 計 8,260,000 8,521,534

令和５年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

支出の部
科　　　　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 467,200 598,849

事 務 費 132,200 130,209

金 品 給 与 費 200,000 168,640

就 労 援 助 費 135,000 300,000

連絡助成事業 7,085,100 6,886,772

事 務 費 1,187,100 1,205,695

啓 発 費 670,000 781,300

連 絡 調 整 費 848,000 882,677

助 成 費 4,380,000 4,017,100

管 理 費 653,700 780,770

予 備 費 54,000 100,000

合　　　　　　　　計 8,260,000 8,366,391

収入総額　8,521,534円　　支出総額　8,366,391円

令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

・
運
営
に
関
す
る
事
項

１

秋
田
県
内
に
お
け
る
犯
罪
や
非
行

を
防
止
す
る
働
き
か
け
を
す
る
と
共

に
、
息
の
長
い
支
援
を
推
進
す
る
た

め
の
活
動
や
重
要
性
を
周
知
す
る
。

２

県
内
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
の

効
率
的
か
つ
積
極
的
推
進
を
図
る
た

め
、役
員
及
び
事
務
局
が
一
体
と
な
っ

て
篤
志
寄
付
者
及
び
賛
助
会
員
の
発

掘
と
維
持
に
努
め
、
安
定
し
た
財
源

の
確
保
に
努
め
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

布
谷　
　

博
様　
　

大
内

睦
子
様

和
田　
　

仁
様　
　

尾
形

和
雄
様

清
水

重
輝
様　
　

田
代

苑
子
様

大
山

久
尚
様　
　

吉
田

英
一
様

一
金

十
万
円

八
島

國
雄
様

＊
当
協
会
運
営
に
対
し
て
ご
寄
付
を
戴

き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通
会
員
・

賛
助
会
員
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
以
降
に
ご
寄
付
を
寄

せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。一

金

三
十
万
円

秋
田
銀
行
様

一
金

二
十
万
円

加
賀
谷
文
秋
様　
　

村
岡

兼
幸
様

沢
木

則
明
様　
　

小
畑　
　

悟
様

田
口

昭
一
様　
　

辻　
　

良
之
様

斉
藤　
　

満
様　
　

小
熊

良
悦
様

小野花子氏をゲストにお迎えして

理事会中の質疑応答　4/23

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
謡
も

ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１

基
本
計
画

本
年
は
更
生
保
護
制
度
が
始
ま
っ
て
75

周
年
を
迎
え
る
年
に
あ
た
り
、
本
連
合
会

と
し
て
は
秋
田
保
護
観
察
所
の
指
導
の
も

と
、
改
正
さ
れ
た
更
生
保
護
法
の
推
進
に

向
け
て
「
地
域
に
貢
献
す
る
更
生
保
護
」、

「
息
の
長
い
」
社
会
復
帰
を
支
援
し
、
更
生

保
護
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
が
連

携
し
、
円
滑
に
進
む
よ
う
実
現
に
向
け
て

各
種
事
業
を
行
う
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
に
努
め
、
各
地
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

効
果
的
な
連
携
を
図
り
、
保
護
司
適
任
者

確
保
の
一
助
と
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
。

２

重
点
目
標

（
１
）
保
護
司
適
任
者
の
安
定
的
な
確
保
の

為
、
保
護
司
、
保
護
司
Ｏ
Ｂ
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
雇
用
主
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
等
か
ら
幅
広
く
情
報
を
得
て
確
保
に

努
め
る
。

（
２
）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
再
犯
防
止

推
進
事
業
の
実
施
に
協
力
し
、
各
団
体

と
の
関
係
を
強
化
し
、
再
犯
者
数
の
減

少
に
繋
が
る
よ
う
支
援
す
る
。

（
３
）
I
C
T
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
事

務
の
効
率
化
を
図
り
、
当
会
と
地
区
保

護
司
会
（
関
係
機
関
等
）
の
組
織
活
動

の
充
実
に
務
め
る
。

（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
秋
田
県
の
更
生
保
護
」

を
有
効
に
活
用
し
、各
団
体
や
各
地
区

会
の
活
動
等
を
積
極
的
に
発
信
す
る
。

（
５
）
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
更
生
保
護
の

実
現
に
向
け
、
地
域
の
関
係
団
体
と
の

連
携
に
努
め
る
。

ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令

和
６
年
６
月
30
日
付
け
退
任
者
に
対
す
る

法
務
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
及
び
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
長
年
の
保
護
司
と
し
て

の
思
い
出
や
苦
労
話
、
こ
れ
か
ら
の
更
生

保
護
に
対
し
て
の
提
言
等
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

７
月
８
日
（
月
）、
秋
田
法
務
合
同
庁
舎

５
階
に
お
い
て
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
保

護
司
（
令
和
６
年
７
月
１
日
発
令
）
に
対

し
て
辞
令
伝
達
式
及
び
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
野
秋
田
県
保
護
司
会
連
合

会
会
長
か
ら
新
任
保
護
司
の
方
々
へ
お
礼

の
言
葉
と
保
護
司
会
の
現
状
等
に
つ
い
て

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

大
曲
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会

７
／
18

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

退
任
保
護
司
座
談
会
開
催

６
／
26

保
護
司
辞
令
伝
達
式
及
び

新
任
保
護
司
研
修
会

７
／
８

　秋田県保護司会連合会では、「ホゴちゃん」
のお友達の「サラちゃん」を購入し、貸し出
しをしております。是非ともご活用ください。
　お問い合わせは事務局まで。

サラちゃん仲間入りしました

金山常務を講師に迎え、
大曲地区保護司会での ICT 研修会

秋田県の更生保護
https://akita-kouseihogo.com
◀ ホームページ「秋田県の更生保護」

のQRコード

秋田県保護司会連合会
https://www.facebook.com/
akitakenhogosikai/
◀フェイスブックのQRコード

秋　田　更　生　保　護（3）第 80 号 令和 6年 8月 10 日



令
和
6
年
3
月
21
日
（
木
）、
ア
キ
タ
パ

ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
秋
田
至
仁
会
の

前
身
で
あ
る
秋
田
出
獄
人
保
護
所
の
創
設

者
川
村
養
助
氏
の
生
誕
160
年
記
念
事
業
が

行
わ
れ
、
当
法
人
の
役
職
員
等
35
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
は
、
第
一
部
の
講
演
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
、
川
村
養
助
氏
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
当
法
人
理
事
の

目
黒
勵
氏
が
務
め
ま
し
た
。
演
題
は
「
秋

田
県
の
更
生
保
護
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
～

川
村
養
助
氏
の
生
涯
を
中
心
に
～
」
と
題

し
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
講
演
会
場
か
ら
移
動
し
て

式
典
が
行
わ
れ
、
加
藤
理
事
長
（
鈴
木
副

理
事
長
代
読
）
の
式
辞
に
始
ま
り
、
続
い

て
秋
田
保
護
観
察
所
正
木
所
長
の
御
祝
辞
、

次
に
長
年
に
わ
た
り
当
施
設
の
被
保
護
者

の
就
労
支
援
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
（
有
）
千
秋
資
材
、（
有
）
宝
田
工
業
、

Ｒ
Ｋ
企
画
（
株
）
の
三
社
へ
感
謝
状
と
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
部
は
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
平
澤

顧
問
に
よ
る
献

杯
の
発
声
で
始

ま
り
、
創
設
者

川
村
養
助
氏
の

志
と
そ
の
継
承
に

に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
佐
々
木

常
務
理
事
の
閉

会
の
挨
拶
で
盛

会
裏
に
記
念
事

業
の
全
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

会
員
数

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在

24
地
区

１
６
２
４
名

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

５
月
23
日
、
イ
ヤ
タ
カ
に
お
い
て
秋
田

保
護
観
察
所
長
正
木
勉
様
は
じ
め
来
賓
７

名
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
113
名
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
齊
藤
正
子
（
再

任
）、
副
会
長
伊
藤
さ
よ
り
（
再
任
）、
岩

崎
通
子
（
新
任
）、
千
葉
量
子
（
新
任
）
の

新
体
制
で
更
生
保
護
の
心
『
母
の
愛
』
を

胸
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

★
（
一
社
）日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
令
和

６
年
度
社
員
総
会
、
第
61
回
〝
日
本
更

生
保
護
女
性
の
集
い
〟

６
月
23
日
、
24
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
私
学
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
法
務
大
臣
感
謝
状

榎
本
ヌ
エ
子

（
秋
田
）、
佐
藤
誠
子
（
に
か
ほ
）、
進
藤
ア

ツ
子
（
協
和
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

★
今
後
の
主
な
行
事
予
定

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

９
月
10
～
11
日
（
山
形
市
）
来
年
度
開

催
は
秋
田
市

◎
研
修
旅
行

９
月
25
～
27
日
（
東
京
）

◎
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修
会

10
月
15
～
16
日

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

11
月
20
日

イ
ヤ
タ
カ

担
当
：
角
館

就
労
支
援
事
業
者
機
構
の
事
務
所
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
保
護
司
会
が
運
営
す
る

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
更
生
保
護
施
設
の

中
に
単
独
の
事
務
局
を
設
置
し
て
、
専
任

の
職
員
を
配
置
し
て
い
る
都
道
府
県
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
当
機
構
に
お
い
て
も
事
務
所

の
移
転
、
並
び
に
専
任
職
員
の
配
置
を
目

指
す
た
め
、
昨
年
度
、
全
国
就
労
支
援
事

業
者
機
構
が
行
う
ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
に

係
わ
る
助
成
金
の
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

助
成
金
の
配
分
が
決
定
し
、
今
年
度
10
月

に
事
務
局
を
「
更
生
保
護
法
人
秋
田
至
仁

会
」
に
移
転
し
た
上
で
、
専
任
の
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
10
月
以
降
の
事
務
局
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
、
各
地
区
の
協
力
雇
用
主
会
と
連
携

を
図
り
、
ま
ず
は
現
在
、
登
録
さ
れ
て
い

る
協
力
雇
用
主
（
倒
産
、
移
転
し
た
会
社

の
把
握
、
代
表
者
の
変
更
の
確
認
、
対
象

者
を
実
際
に
雇
用
し
て
も
ら
え
る
か
の
確

認
、
会
社
寮
の
有
無
な
ど
）
に
つ
い
て
作

業
を
進
め
て
、
よ
り
多
く
の
対
象
者
を
更

生
（
就
労
）
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋

田

至

仁

会

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

日更女の集いで　南元更生保護振興課長と
全国の会員とともに　6/24 県更女連盟総会に出席の会員（網領唱和）　5/23
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★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

４
月
20
日
、
現
地
（
宮
城
県
仙
台
市
）

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

で
開
催
。
菅
原
会
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
竹

中
副
会
長
は
現
地
で
参
加
し
、
今
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
東
北
大
会
及
び
研
修
会

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

６
月
１
～
２
日
、現
地（
東
京
都
渋
谷
区
）

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
、
書
面
表
決
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
県
連
は

書
面
表
決
に
よ
り
意
思
表
示
し
ま
し
た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

６
月
21
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
今

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

★
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
参
加

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
の

開
始
に
当
た
り
、
開
幕
行
事
と
し
て
７
月
１

日
に
秋
田
駅
で
関
係
機
関
や
団
体
と
と
も

に
学
生
会
員
が
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

★
と
も
だ
ち
活
動

少
年
１
名
に
対
し
て
の
「
と
も
だ
ち
活

動
」
継
続
中
で
す
。
学
習
支
援
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
概
ね
流
行
前
の
状

態
に
戻
り
、
活
動
が
少
し
ず
つ
復
活
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
平
穏
な
日
常
が
続

く
こ
と
と
、
会
員
及
び
関
係
機
関
の
皆
様

の
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

⃝

保
護
司
の
皆
様
か
ら
の
不
安
等
の

聴
き
取
り
に
つ
い
て

秋
田
保
護
観
察
所
長

正
木

勉

先
般
、
滋
賀
県
大
津
市
に
お
い
て
、
保

護
司
の
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
、
担
当
す
る

保
護
観
察
対
象
者
が
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
る
と
い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。

捜
査
中
の
事
件
で
あ
り
、
詳
細
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
保
護
司
活
動

に
心
配
や
不
安
を
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
い

る
保
護
司
や
そ
の
ご
家
族
の
方
々
も
少
な

く
な
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

保
護
観
察
所
で
は
、
保
護
司
の
皆
様
の

不
安
を
少
し
で
も
払
拭
し
、
安
心
し
て
保

護
司
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
６
月
初
旬
に
、
現
に
保
護
観
察
事
件

を
担
当
し
て
い
る
保
護
司
の
皆
様
に
不
安

等
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
保
護
観
察
官
が

直
接
お
聴
き
し
、
さ
ら
に
、
７
月
か
ら
は

保
護
観
察
事
件
を
担
当
し
て
い
な
い
保
護

司
の
皆
様
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
保
護
司

の
皆
様
か
ら
の
声
を
受
け
、
当
庁
で
は
、

保
護
司
が
不
安
等
を
示
す
場
合
の
当
面
可

能
な
対
策
と
し
て
、
複
数
の
保
護
司
が
保

護
観
察
事
件
等
を
担
当
す
る
複
数
担
当
制

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
自
宅
以
外

秋
田
保
護
観
察
所

で
面
接
で
き
る
場
所
と
し
て
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
、
処

遇
困
難
な
ケ
ー
ス
や
担
当
保
護
司
が
不
安

等
を
感
じ
た
場
合
は
保
護
観
察
官
に
よ
る

直
接
的
関
与
を
強
め
る
こ
と
等
を
中
心
に

対
策
を
講
じ
て
い
く
方
針
で
す
。

さ
ら
に
、
面
接
場
所
の
確
保
に
関
し
て

は
、
地
方
自
治
体
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
日

や
利
用
時
間
の
拡
大
、
多
様
な
施
設
に
お

け
る
面
接
場
所
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
保

護
司
の
皆
様
の
御
意
見
も
頂
戴
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

保
護
司
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
日
頃

の
保
護
司
活
動
に
お
い
て
不
安
や
心
配
を

お
感
じ
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、
遠
慮
な
く

担
当
の
保
護
観
察
官
等
に
、
ま
た
保
護
観

察
所
が
閉
庁
時
間
の
場
合
は
地
区
保
護
司

会
を
通
じ
て
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
緊
急
連
絡
先
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
更
生
保
護
制
度
が
施
行
さ
れ
て

75
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

保
護
司
を
始
め
と
す
る
更
生
保
護
関
係
者

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
更
生
保
護
の

営
み
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
皆
様
と
手

を
携
え
な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立

ち
直
り
を
応
援
し
、
支
え
る
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
御
理
解
・
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
再
犯
防
止
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

秋
田
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課

令
和
５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
二

次
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
再

犯
防
止
施
策
に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、
そ
の
協
力
を
得
ら
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
法
務
省
で
は
、
毎
年

各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
再
犯
防
止
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
の
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
秋
田
県
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
内
容
は
現
在
調
整
中
で
す
が
、
第

二
次
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
重
点
課
題
で

あ
る
「
地
域
に
お
け
る
包
摂
の
推
進
」
や
、

本
年
度
か
ら
本
格
実
施
し
て
い
る
「
更
生

保
護
に
関
す
る
地
域
援
助
」等
を
踏
ま
え
、

地
域
に
お
け
る
“
息
の
長
い
”
支
援
の
実

現
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
有
識
者
や
第
一
線

で
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
、
秋
田
県
更
生

保
護
援
護
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
も

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、
御
関
心

の
あ
る
方
は
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

（
日
に
ち
）
令
和
６
年
12
月
17
日
（
火
）

（
場

所
）
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
大
会

議
室

※
い
ず
れ
も
予
定
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“第74回 社会を明るくする運動”
～ 速 報 ～

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”“第74回 社会を明るくする運動”

大曲地区保護司会 7/7

秋田駅広報活動 7/1

開会セレモニー

改札口での広報活動

北秋田地区保護司会 7/22

澤藤更女副会長の
法務大臣メッセージを朗読会場前での集合写真

潟上湖東地区保護司会 7/7・7/12

秋田竿燈まつり
で社明をＰＲ（秋
田地区協力雇用
主協会竿燈会）

秋田地区保護司会によるバザー

矯正展 秋田刑務所 7/7

社明竿燈 7/3

秋　田　更　生　保　護 第 80 号（6）令和 6年 8月 10 日

モデル地区



社
会
復
帰
調
整
官

鹿か
の

俣ま
た　

　
　

亘
わ
た
る

こ
の
度
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
青
森
保
護
観
察
所
か
ら
転
任

し
て
参
り
ま
し
た
鹿
俣
（
か
の
ま
た
）
亘

と
申
し
ま
す
。
御
縁
が
あ
っ
て
秋
田
保
護

観
察
所
に
て
社
会
復
帰
調
整
官
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
は
初
め
て
の
勤
務
で
あ
り
、
至
ら

ぬ
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
秋
田
の
地
と
業
務
に
慣
れ
る

よ
う
努
め
、
皆
様
方
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
何
事
に
も
誠
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
今
後
の
御
指
導
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
復
帰
調
整
官

立た
ち

崎ざ
き

智と
も

大ひ
ろ

こ
の
度
、
北
海
道
か

ら
縁
が
あ
っ
て
秋
田
県
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
前
職
は
、
精
神
科
病
院
の
精
神
保
健

福
祉
士
で
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
る
方
の

相
談
支
援
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
社
会
復
帰
調
整
官
と
し
て
の
職

務
を
全
う
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
秋

田
県
の
地
域
の
事
情
等
が
分
か
ら
ず
に
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
、
人
と
土
地
に
馴
染
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
犯
罪
や
非
行
が
な
い
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

主
任
保
護
観
察
官

鈴す
ず

木き

佳よ
し

雄お

こ
の
度
、
人
事
異
動
に
よ
り
盛
岡
保
護

観
察
所
か
ら
異
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
地

元
が
秋
田
県
で
あ
り
、
ま
た
秋
田
保
護
観

察
所
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
秋
田
県
で
の
勤
務

は
今
回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
は
、
社
会
復
帰
調
整
官
と
し
て
医
療

観
察
制
度
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

保
護
観
察
官
と
し
て
の
勤
務
は
未
経
験

で
あ
る
た
め
、
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様

に
は
多
く
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
、
一
人
前
の
保
護
観
察

官
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、
御

指
導
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

企
画
調
整
課
長

富と

樫が
し

伸し
ん

介す
け

４
月
か
ら
出
向
先
の
環
境
省
か
ら
転
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
秋
田
市
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
仙
台
や
保
護
局
な
ど
で
の
勤
務
が
多
く
、

秋
田
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

企
画
調
整
課
長
と
し
て
更
生
保
護
関
係

者
の
皆
様
に
は
様
々
な
面
で
お
世
話
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
更
生
保
護
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
が
、
や
り
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
に
長
く
活
動
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
そ
の
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統
括
保
護
観
察
官

佐さ

藤と
う

文ふ
み

彦ひ
こ

令
和
６
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

青
森
保
護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま

し
た
。

秋
田
県
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、

更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
ご
迷

秋
田
保
護
観
察
所

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
退
職︵
再
任
用
︶
（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

保
護
観
察
官

藤

井

正

人

●
転

入

（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

企
画
調
整
課
長

富

樫

伸

介

（
環
境
省
）

統
括
保
護
観
察
官

佐

藤

文

彦

（
青
森
観

統
括
保
護
観
察
官
）

主
任
保
護
観
察
官

鈴

木

佳

雄

（
盛
岡
観

社
会
復
帰
調
整
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

鹿

俣　
　
　

亘

（
青
森
観

社
会
復
帰
調
整
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

立

崎

智

大

（
新
規
採
用
）

法
務
事
務
官

田

畑

璃

子

（
新
規
採
用
）

●
転

出

企
画
調
整
課
長

松

本

和

之

（
北
海
道
地
方
更
生
保
護
委
員
会

調
整
指
導
官
）

統
括
保
護
観
察
官

石

橋

大

輔

（
釧
路
観

統
括
保
護
観
察
官
）

主
任
保
護
観
察
官

森

内　
　
　

潤

（
盛
岡
観

統
括
保
護
観
察
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

伊

藤

和

美

（
仙
台
観

社
会
復
帰
調
整
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

長
谷
部

泰

史

（
青
森
観

保
護
観
察
官
）

法
務
事
務
官

金

子

奈

央

（
仙
台
観

保
護
観
察
官
）

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動
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栄
誉
に
輝
く

叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
６
年
４
月
29
日
）

令
和
６
年
度
春
の
叙
勲
及
び
褒

章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

任
期
満
了
（
令
和
６
年
６
月
30
日
）

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

鈴

木

重

一
（
秋
田︹
東
︺）

三

浦

芳

博
（
秋
田︹
中
央
︺）

森　
　
　
　
　

洋
（
秋
田︹
中
央
︺）

遠

藤

善

衛
（
秋
田︹
中
央
︺）

嶋

津

宣

美
（
能　
　
　

代
）

佐
々
木

俊

治
（
能　
　
　

代
）

中

村

修
太
郎
（
鹿　
　
　

角
）

髙

杉

志
津
子
（
鹿　
　
　

角
）

佐
々
木

勝

男
（
本　
　
　

荘
）

今

野

正

彦
（
本　
　
　

荘
）

三

森

安

幸
（
本　
　
　

荘
）

東
海
林

正

弘
（
本　
　
　

荘
）

小

林

ト
ミ
子
（
本　
　
　

荘
）

髙

𣘺

洋

二
（
湯　
　
　

沢
）

飯

塚

朝

子
（
湯　
　
　

沢
）

髙

橋

和

夫
（
大　
　
　

曲
）

杉

沢

千
恵
子
（
大　
　
　

曲
）

藤

本

得

夫
（
角　
　
　

館
）

若

松

田
鶴
子
（
角　
　
　

館
）

佐
々
木

ユ
キ
子
（
角　
　
　

館
）

依
願
解
嘱
（
令
和
６
年
３
月
31
日
）

伊

藤

則

行
（
湯　
　
　

沢
）

（
令
和
６
年
７
月
31
日
）

三

浦　
　
　

猛
（
角　
　
　

館
）

新
　
　
任
（
令
和
６
年
７
月
１
日
）

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

佐

藤

佐
智
子
（
秋
田︹
東
︺）

戸

堀

加
奈
子
（
秋
田︹
東
︺）

飯
牟
礼

克

年
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐

藤　
　
　

正
（
秋
田︹
中
央
︺）

真

鍋　
　
　

悟
（
秋
田︹
中
央
︺）

堀

川

多
希
志
（
秋
田︹
中
央
︺）

秋

元

一

栄
（
秋
田︹
臨
港
︺）

小

野

達

也
（
秋
田︹
臨
港
︺）

須

田

晃

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

牧

野　
　
　

守
（
秋
田︹
臨
港
︺）

澁

谷　
　
　

豊
（
潟
上
湖
東
）

三

浦

雅

幸
（
潟
上
湖
東
）

成

田

和

彦
（
能　
　
　

代
）

森

山

大

輔
（
能　
　
　

代
）

工

藤

賢

一
（
大　
　
　

館
）

藤

原

晃

徳
（
本　
　
　

荘
）

松

田

芳

洋
（
本　
　
　

荘
）

高

橋

大

輔
（
湯　
　
　

沢
）

沼

澤

幸

平
（
湯　
　
　

沢
）

挽

野

利

恵
（
大　
　
　

曲
）

畠

山

英

恵
（
角　
　
　

館
）

保
護
司
の
異
動

編
集
委
員

　
　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

金
山

智
紀　
　

明
石

浩
延

　
　
　

伊
藤

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　
　

富
樫

伸
介　
　

柿
崎　
　

敦

　
　
　

菊
地

皆
美

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
記
録
的
な
暑
さ
が

予
想
さ
れ
る
中
、
７
月
下
旬
の
大
雨
は
、
特

に
県
南
地
方
に
お
い
て
、
家
屋
へ
の
浸
水
や

土
砂
災
害
等
の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
謹
ん
で
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

年
度
が
切
り
替
わ
り
、
今
年
度
の
活
動
充

実
に
向
け
、
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
と

存
じ
ま
す
が
、
紙
面
に
掲
載
の
と
お
り
、
大

津
市
に
お
い
て
保
護
司
の
先
生
が
亡
く
な
ら

れ
、
対
象
者
が
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
報
道
を
通
じ

て
初
め
て
保
護
司
や
更
生
保
護
制
度
に
つ
い

て
知
っ
た
と
い
う
声
も
多
く
、
地
域
の
人
た

ち
と
関
わ
り
な
が
ら
立
ち
直
り
を
支
え
て
い

く
と
い
う
社
会
内
処
遇
の
在
り
方
そ
の
も
の

に
つ
い
て
、
多
く
の
市
民
が
、
他
人
事
で
は

な
く
自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
保
護
司
を
悼
む
仲
間
か
ら

は
「
更
生
に
向
け
て
必
死
に
努
力
し
て
い
る

他
の
対
象
者
へ
の
影
響
が
心
配
」
と
い
う
声

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
更
生
保
護
を
支
え

て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
御
理
解
・

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員

富
樫

伸
介

お
く
や
み

渟
城

英
夫（
令
和
６
年
１
月
９
日
）享
年
74

花
田

仁
志（
令
和
６
年
４
月
18
日
）享
年
73

佐
藤　
　

宏（
令
和
６
年
４
月
26
日
）享
年
76

こ
の
度
の
大
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

佐

藤

清

次

（
湯
沢
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

藤

原

德

義

（
大
館
保
護
区
）

更
生
保
護
功
労
以
外
の
受
章

瑞
宝
単
光
章
（
児
童
福
祉
功
労
）

大

高

清

子
（
北
秋
田
保
護
区
）

補

正
旭
日
小
綬
章
（
令
和
５
年
11
月
３
日
）

地
方
自
治
功
労

中

田

謙

三

（
男
鹿
保
護
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
令
和
５
年
11
月
３
日
）

郵
政
事
業
功
労

長
谷
山

信

介

（
湯
沢
保
護
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
令
和
５
年
11
月
３
日
）

児
童
福
祉
功
労

越
前
谷

裕

子

（
能
代
保
護
区
）

３
名
の
方
々
の
お
名
前
が
記
載
漏
れ
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
改
め
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

叙
位
従
六
位
（
令
和
６
年
４
月
26
日
）

佐

藤　
　
　

宏

（
男
鹿
保
護
区
）
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